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（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

 
 

小
川
町
の
和
算
家
（
二
） 

 

一
、
は
じ
め
に 

今
号
で
は
少
し
古
い
話
に
な
り
ま
す
が
、
過
去

の
調
査
を
思
い
出
し
て
述
べ
ま
す
。
小
川
町
の
久

田
善
八
郎
と
細
井
長
次
郎
で
す
。 

 

二
、
久
田
善
八
郎
儀
知 

初
め
て
和
算
家
の
実
家
を
訪
ね
た
の
は
二
〇
〇

九
年
六
月
の
こ
と
で
し
た
。
五
年
半
も
前
の
こ
と

で
す
。
初
め
て
の
こ
と
で
訪
ね
る
の
に
少
し
勇
気

が
要
り
ま
し
た
。
訪
ね
た
の
は
小
川
町
腰
越
の
久

田
善
八
郎
の
実
家
で
し
た
。
と
き
が
わ
町
西
平
の

慈
光
寺
の
算
額
の
問
題
を
解
い
て
い
る
内
に
訪
ね

て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
慈
光
寺

の
算
額
は
久
田
善
八
郎
の
他
に
田
中
與
八
郎
、
馬

場
與
右
衛
門
の
三
名
が
掲
額
し
た
も
の
で
す
。
事

前
調
査
で
久
田
の
実
家
が
一
番
行
き
易
い
と
思
い

的
を
絞
り
ま
し
た
。
場
所
は
前
号
の
山
口
三
四
郎

の
実
家
に
行
く
途
中
に
あ
り
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
同
じ
時
期
に
慈
光
寺
の
算
額
も
見

た
く
て
訪
ね
ま
し
た
が
、
当
時
既
に
傷
み
が
ひ
ど

い
と
い
う
こ
と
で
一
般
公
開
は
し
て
お
ら
ず
見
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
算
額
の
内
容
は
『
算
法

雑
俎
』
に
載
っ
て
い
ま
す
が
、
日
付
は
「
文
政
十

三
年
庚
寅
三
月
」
と
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
三
上

義
夫
の
論
文
に
は
実
見
と
し
て
「
文
政
十
三
年
九

月
」
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
萩
野
公
剛
の

論
文
に
は
「
序
文
」
が
あ
る
と
あ
り
ま
す
。
こ
の

序
文
が
写
っ
て
い
る
写
真
が
な
い
か
と
探
し
て
い

ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。 

さ
て
、
久
田
善
八
郎
の
実
家
を
予
約
も
な
く
尋

ね
た
と
き
、
偶
然
に
も
当
主
の
久
田
友
男
様
が
家

か
ら
丁
度
出
て
来
る
の
に
出
会
わ
せ
ま
し
た
。
来

意
を
告
げ
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
近
く
の
お
墓
を
案

内
し
て
頂
き
ま
し
た
。
向
っ
て
右
側
に
「
嘉
永
四

亥
年
四
月
廿
四
日 

俗
名
久
田
善
八
郎
儀
知
」
と

あ
り
、
正
面
右
側
に
は
「
見
譽
淨
嚴
居
士
」
と
あ

り
ま
し
た
。
正
面
左
は
空
白
の
ま
ま
で
し
た
。
享

年
は
刻
し
て
な
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
し
て
案
内
の
合
間
に
善
八
郎
は「
玉
ね
ぎ
形
」

の
も
の
を
計
算
し
た
と
聞
い
て
い
る
と
か
、
明
治

時
代
に
家
は
火
災
に
遭
っ
て
史
料
は
何
も
残
っ
て

い
な
い
こ
と
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。 

算
額
の
問
題
内
容
な
ど
は
色
々
な
本
に
載
っ
て

い
る
の
で
省
略
し
ま
す
が
、
筆
者
が
余
興
で
作
っ

た
「
復
元
算
額
」（
算
法
雑
俎
の
内
容
）
の
写
真
を

左
に
載
せ
ま
す
。
こ
の
三
問
目
が
久
田
善
八
郎
の

も
の
で
、
ま
さ
に
、「
玉
ね
ぎ
形
」
を
し
た
も
の
の

体
積
を
求
め
る
問
題
で
す
。 

  慈光寺の復元算額（筆者） 
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な
お
、
久
田
の
問
題
は
『
算
法
求
積
通
考
』
巻

之
二
（
天
保
十
五
年
）
で
解
か
れ
て
い
る
し
、『
算

法
雑
俎
解
』
（
明
治
三
年
）
に
も
あ
り
ま
す
（『
埼

玉
の
算
額
』
に
も
あ
り
ま
す
）
。 

 
 
 
 
 

（
左
の
写
真
は
久
田
善
八
郎
の
墓
） 

       

三
、
細
井
長
次
郎 

細
井
長
次
郎
の
墓
を
訪
ね
た
の
は
二
〇
一
〇
年

五
月
の
こ
と
で
し
た
。 

細
井
長
次
郎
は
小
川
町
中
爪
の
人
で
、
嘉
永
五

年
二
月
に
近
く
の
天
台
宗
普
光
寺
の
本
堂
へ
算
額

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
算
額
は
現
存
し
ま
せ
ん

が
こ
の
控
と
も
考
え
ら
れ
る
「
舌
換
」
と
題
す
る

文
書
が
残
っ
て
い
ま
す
。
安
政
七
年
一
月
二
十
八

日
、
六
十
一
才
で
没
。
和
算
上
の
伝
系
は
不
明
で

す
が
、
門
人
は
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

『
小
川
町
の
歴
史
』
資
料
編
５Ⅱ

に
は
、「
算
術

指
南
神
門
之
乗
」（
安
政
六
年
）
と
題
す
る
門
人
帖

が
あ
り
ま
す
。
五
十
九
名
の
門
人
名
が
あ
り
ま
す

が
、
後
述
の
墓
碑
と
舌
換
に
出
て
く
る
門
人
名
と

重
複
す
る
の
は
高
橋
和
重
郎
（
第
16
号
参
照
）
の

み
で
す
。
表
紙
と
冒
頭
部
分
を
次
に
示
し
ま
す
。 

（
表
紙
） 

安
政
六
己
未
歳 

算
術
指
南
神
門
之
乗 

正
月
吉
日 

細
井
長
次
郎 

見
之
印 

 

（
本
文
） 

算
法
神
門
之
乗 

神
門
曰
、
更
算
法
之
志
、
通
人
我
心
、
平
治
国

家
、
人
前
不
物
語
、
可
嗜
数
乗
開
井
者
也 

  

（
以
下
五
十
九
名
の
人
名
：
略
） 

 

墓
は
中
爪
の
不
動
堂
共
同
墓
地
内
に
あ
り
、
自

然
石
の
正
面
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。 

     
裏
面
に
は

「
細
井
長
次

郎
門
派
」
と

あ
っ
て
沙
門

恵
長
を
筆
頭

に
合
計
四
十

七
名
の
門
弟

が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。 

 

「
舌
換
」
と
題
す
る
文
書
は
、「
予
多
年
此
道
に

心
を
寄
せ
翫(

も
て
あ
そ
ぶ)

と
い
え
と
も
、
其
功
を
爲

せ
し
事
も
な
く
、
只
獨
樂
と

し
て
光
陰
を
送
り
し
爾(

に)

、

爰
に
此
為
丹
心･･･

」と
い
う

前
文
に
続
い
て
平
方
根
、
立

方
根
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
十
六
年
の
三
上
義
夫
の

論
文
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に

あ
り
ま
す
。 

 「
十
露
盤
に
数
を
置
い
た
所

を
描
く
。
そ
れ
は
何
乗
方
か
の

開
き
方
を
十
露
盤
で
や
る
と

云
ふ
表
示
で
あ
る
が
、
運
用
の

実
際
は
説
い
て
な
い
。
即
ち
高

次
開
方
を
十
露
盤
で
行
う
と

云
ふ
の
を
、
重
宝
が
っ
て
示
め

し
て
居
る
の
で
あ
る
。
其
中
間

に
『
奉
献
』
の
二
字
を
現
わ
し
、

下
方
に
は
沙
門
惠
長
、
本
多
良

輔
以
下
三
十
二
人
の
姓
名
が
有
り
、
且
つ
、 

嘉
永
五
年
歳
在
壬
子
二
月
良
辰 

 

細
井
長
次
郎 

 

沙
門
惠
長
書 

と
見
え
る
。
其
形
式
か
ら
言
っ
て
も
、
算
額
と
し

て
奉
納
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
記
載
の
門
人
中

に
は
鎌
形(

菅
谷
村)

、下
小
川(

小
川
町)

、下
里
、

高
見(

八
和
田
村)

等
の
地
名
を
冠
し
た
も
の
も
あ

る
。
現
に
付
近
の
天
台
宗
普
光
寺
本
堂
の
正
面
の

左
方
に
算
額
が
有
り
、
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
文
字

安
政
七
庚
申
星 

行
年
六
十
一
才 

法 

算 

心 

綿 

信 

士 

正
月
廿
八
日 

 
 
 
 

施
主
細
井
宗
七 

舌換（「小川町の歴史」通史編上巻より） 
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は
読
み
難
い
が
、図
の
様
子
な
ど
か
ら
推
し
て
も
、

右
の
書
類
と
同
じ
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
」 

実
物
の
算
額

を
見
て
の
こ
と

の
よ
う
で
す
。

こ
の
普
光
寺
に

掲
げ
た
算
額
は

昭
和
二
十
六
年

頃
破
却
さ
れ
た

と
い
わ
れ
、
現

存
し
な
い
の
は

残
念
な
こ
と
で

す
。 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

二
宮
神
社
の
算
額
の
二
問
目 

 

第
15
号
で
、
あ
き
る
野
市
の
二
宮
神
社
の
算
額

に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
二
問
目
が
解
け
な
い

（
解
読
で
き
な
い
）
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
検
討
し
て
六
次
方
程
式
ま
で
は
算
出
し
ま

し
た
が
、
随
分
と
大
き
な
係
数
に
な
り
具
体
的
に

な
か
な
か
解
け
ず
呻
吟
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
余

り
良
い
問
題
で
は
な
い
と
勝
手
に
思
い
、
恐
ら
く

式
の
整
理
の
仕
方
だ
け
だ
ろ
う
と
考
え
て
、
術
文

の
解
読
に
移
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
解
読
し
て
行

く
と
解
せ
な
い
個
所
が
出
て
き
て
解
読
の
方
も
暗

礁
に
乗
り
上
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
仕
方
な
く
似

た
よ
う
な
問
題
が
な
い
か
と
、
持
っ
て
い
る
資
料

を
片
端
か
ら
見
て
行
き
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
二
宮

神
社
の
算
学
そ
の
も
の
の
解
読
と
解
法
が
あ
り
ま

し
た
。
ネ
ッ
ト
の
「
和
算
の
館
」
の
中
に
あ
る
「
長

野
県
非
現
存
算
額
集
大
成 

幻
の
算
額 

現
代
数
学
に
よ

る
解
法
」
の
下
巻
で
す
（
そ
れ
を
見
る
と
今
一
歩
の
所
だ

っ
た
！
原
文
の
間
違
い
も
あ
る
！
）。
但
し
解
読
は
直
接

式
に
し
た
省
略
形
で
文
章
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

  

以
下
こ
の
文
献
を
参
考
に
し
て
述
べ
ま
す
。
ま

ず
原
文
を
掲
げ
ま
す
（
第
15
号
の
一
部
再
掲
）。 

 

今
有
鈎
股
弦
只
云
股
與
長
弦
和
二
百
零
一
寸
六
分

又
云
鈎
圓
徑
方
靣
三
和
一
百
八
十
八
寸
問
各
幾
何

○
答
曰
股
一
百
一
十
二
寸 

術
曰
立
天
元
一
為
股
○
以
減
只
云
数
内
餘
為
長
弦 

自
乗
之
以
減
股
冪
餘
為
中
鈎
冪
〇
列
又
云
数
以 

長
弦
冪
相
乗
段一
股
冪
長
弦
相
乗
段一
股
冪
長 

弦
相
乗
段一
右
三
位
相
併
得
内
減
股
再
乗
冪
段二 

止
餘
自
乗
之
寄
左
〇
列
股
以
長
弦
相
乗
段四
内
減 

併
減
又
云
数
長
弦
相
乗
段一
股
冪
段一
餘
自
乗
之
以 

中
鈎
冪
相
乗
之
與
寄
左
相
消
得
開
方
式
五
乗
方 

飜
法
開
之
得
股
合
問 

 

（
注
）
横
線
の
股
冪
長
弦
は
股
長
弦
冪
が
、
減
は
削

除
が
正
し
い
よ
う
で
す
。 

  

こ
れ
を
次
の
よ
う
に
読
み
下
し
ま
し
た
。 

今
鈎
股
弦
（
直
角
三
角
形
）
あ
り
、
只
云
（
第
一

条
件
）
は
股
と
長

弦
の
和
が
二
百
一

寸
六
分
、又
云（
第

二
条
件
）
は
鈎
と

円
径
と
方
面
の
和

が
百
八
十
八
寸
、

各
長
さ
は
幾
つ
か
。 

 

答
、
股
の
長
さ

は
百
十
二
寸 

計
算
方
法
は
天
元

の
一
を
立
て
股
と

す
る
（
股
を
未
知

数
ｘ
と
す
る
）。股

を
以
て
只
云
の
数
か
ら
減
じ
余
り
を
長
弦
と
し
、

こ
れ
を
二
乗
し
股
の
二
乗
か
ら
減
じ
、
中
鈎
の
二

乗
と
す
る
。
又
云
の
数
を
以
て
長
弦
の
二
乗
を
乗

じ
一
倍
す
る
、
股
の
二
乗
に
長
弦
を
乗
じ
一
倍
す

る
、
股
の
二
乗
に
長
弦
を
乗
じ
一
倍
す
る
（
原
文

は
同
じ
文
が
続
い
て
い
る
が
、「
股
に
長
弦
の
二
乗

を
乗
じ
一
倍
す
る
」
が
正
し
い
）、
こ
の
三
つ
を
加

え
た
も
の
か
ら
股
の
三
乗
の
二
倍
を
減
じ
、
そ
の

余
り
を
二
乗
し
て
左
に
寄
せ
て
お
く
。
股
に
長
弦

を
乗
じ
四
倍
し
、
又
云
の
数
に
長
弦
を
乗
じ
一
倍

し
股
の
二
乗
を
併
せ
た
余
り
（
結
果
）
を
二
乗
し

た
も
の
を
減
じ
、
そ
れ
に
中
鈎
の
二
乗
を
乗
じ
た

も
の
と
、左
に
寄
せ
て
お
い
た
も
の
と
相
消
し（
両

者
が
等
し
い
）
五
乗
方
（
六
次
方
程
式
）
を
解
い

て
問
い
に
合
う
股
を
得
る
。 

股ｘ

ｅ

鈎ａ

弦ｃ

長弦ｇ
 中鈎ｆ 方面ｅ

円径ｄ

普光寺(2010 年 5 月撮影) 
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和
算
は
こ
ん
な
わ
か
り
づ
ら
い
書
き
方
を
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
を
式
で
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。
現
代
解
法
は
式
の
展
開
を
術
文
の
Ｐ
＝

Ｑ
を
う
ま
く
導
い
て
い
ま
す
。
但
し
得
ら
れ
た
六

次
方
程
式
を
解
く
の
は
や
は
り
難
し
い
。
関
孝
和

の
『
発
微
算
法
』
の
高
次
方
程
式
の
解
き
方
（
解

伏
題
之
法
）
な
ど
か
ら
学
び
直
す
必
要
が
あ
り
そ

う
で
す
。 

～

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

浅
草
・
浅
草
寺
の
算
子
塚 

 

暮
の
押
し
つ
ま
っ
た
十
二
月
二
十
七
日
、
あ
る

用
事
の
つ
い
で
に
、
浅
草
・
浅
草
寺
の
境
内
の
新

奥
山
に
あ
る
会
田
安
明
（
一
七
四
七
～
一
八
一
七
）

の
算
子
塚

を
見
学
し

ま
し
た
。

算
子
と
い

う
の
は
算

木
の
こ
と

で
、
会
田

が
生
前
愛

用
し
た
算

木
を
埋
め

て
会
田
の

冥
福
を
祈

っ
た
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
碑
の
高
さ
は
166
㎝
、

厚
さ
は
49
㎝
も
あ
る
も
の
で
し
た
。 

 

最
上
流
を
創
始
し
藤
田
貞
資
と
十
七
年
に
及
ぶ

和
算
史
上
有
名
な
論
争
を
行
っ
た
会
田
安
明
は
そ

の
実
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
多
く
の
弟
子
に
も

慕
わ
れ
た
と
い
う
。
何
回
も
の
追
善
供
養
が
行
わ

れ
て
お
り
、
こ
の
算
子
塚
は
三
回
忌
に
門
弟
ら
が

集
ま
っ
て
作
っ
た
と
い
う
（
文
政
二
年
十
月
が
刻

さ
れ
て
い
る
）
。
上
段
に
「
会
田
先
生
算
学
塚
銘
」

と
あ
り
、
碑
文
は
亀
田
鵬
斎
と
い
う
人
の
撰
文
及

び
書
で
び
っ
し
り
漢
文
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
碑

文
は
『
増
修
日
本
数
学
史
』
に
漢
文
が
、
読
み
下

し
は
『
日
本
人
の
数
学 

和
算
』（
下
平
和
夫
著
）
に

載
っ
て
い
ま
す
。
裏
面
に
は
門
弟
等
三
十
三
名
の

藩
名
あ
る
い
は
住
所
と
氏
名
が
刻
さ
れ
て
い
ま

す
。（
な
お
、
算
子
塚
と
い
う
鳴
海
風
の
小
説
が
あ
り
ま
す
） 

 

こ
の
算

子
塚
の
一

つ
置
い
た

隣
に
、「
五

瀬
植
松
先

生

明

数

碑
」（
安
政

五
年
四
月
）
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
調
べ
て

み
る
と
植
松
英
三
郎
是
勝
（
上
総
東
金
、
号
は
五

瀬
）
と
い
う
和
算
家
（
日
下
誠
の
門
人
）
の
碑
で
、

門
弟
ら
が
師
の
寿
を
祝
し
て
建
て
た
と
の
こ
と
で

す
。
驚
い
た
の
は
「
増
修
日
本
数
学
史
」
に
「
算

者
生
前
に
し
て
碑
を
建
つ
る
も
の
、
こ
こ
に
始
め

て
見
る
も
の
な
り
。
そ
の
文
、
暗
に
算
子
塚
を
弄

す
」
と
あ
り
ま
す
。
算
子
塚
を
弄
す
と
い
う
の
が

具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

人
間
の
葛
藤
の
一
面
を
み
た
思
い
で
す
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

編
集
後
記 

二
宮
神
社
の
算
額
が
完
璧
で
は
な
い
で
す
が
理

解
で
き
て
少
し
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て

も
難
し
い
と
い
う
か
、
勉
強
不
足
と
い
う
か
！ 

今
年
は
17
号
で
終
り
で
す
。
来
年
も
ま
だ
少
し

続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

新
古
今
に
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

冬
枯
れ
の
森
の
朽
葉
の
霜
の
上
に 

 
 
 
 
 

落
ち
た
る
月
の
影
の
寒
け
さ 

術文の解読 

  

  

る。を入れれば式を満足す難しい。答えの

のはしこの６次の式を解く６次方程式となる。但

のを代入すれば、とし、

、、

、　、　股＝

る。解釈は以下のようにな

とすると術文のとし、中鈎＝した一方を長弦

分割線を引いた交点で弦を直角の頂点から弦に垂

又云の数とする。只云の数、
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算子塚右は表(後は浅草寺五重塔）、左は裏面 

五瀬植松先生明数碑 


